
１ 確かな学力

〈保護者〉 〈教職員〉
【家庭での自主学習】

【読書の習慣】

【めあてをもって粘り強く学習に取り組む】

【思いやりのあるやさしい心】
西京極

令和６年度 前期 振り返りアンケート 結果のお知らせ

令和６年１１月

京都市立西京極小学校

校長 齋藤 直子

学校教育目標 いきいき学び、心豊かに生活し、未来を切り拓く 子どもの育成

・事実と知識を大切にし、探究する子ども ・自ら調べ、考え、学ぶ子ども

・人とのつながりを大切にする子ども ・豊かで楽しい生活を追い求める子ども

２ 豊かな心

〈保護者〉 〈教職員〉

【楽しい学校生活】

【人権を大切にした教育】

晩秋の折、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は本校教育推進のためにご理解・ご協力を

いただきありがとうございます。

さて、 今年度７月に実施しました前期振り返りアンケートの集計結果について、 お知らせいたします。

◇ 低…低学年（１・２年生） 中…中学年（３・４年生） 高…高学年（５・６年生）

〈児童〉〈児童〉

〈保護者〉

〈教職員〉

〈教職員〉

〈児童〉 〈教職員〉

〈児童〉

〈児童〉 〈保護者〉 〈教職員〉

【いじめ防止のための取組】

〈教職員〉

〈児童〉

「めあてをもって粘り強く学習に取り組む」については、昨年度の同じ時期と比べると、低学年・中学年の児童で肯定的な回答の割合が増えています。こ
れは昨年度から引き続き児童の意欲が向上するような学習課題の設定やGIGA端末を活用した主体的な学習活動の工夫を行い、授業改善を進めてきた
成果の表れと考えます。その一方ですべての学年で否定的な回答をしている児童が割合は少ないですが一定数います。また、「家庭での自主学習」につ
いては、学年が上がるにつれて肯定的回答がやや減少しています。これは、学年が上がるにつれてどの教科も学習内容が難しくなり、自信をもって「できた・
わかる」と感じる児童が少しずつ減っているのではないかと考えられます。児童が「できた、わかる」と感じられるようになることを目指してこれを改善するため、ど
の教科どの単元でも、今以上に計画的に教材研究や授業準備などをすすめ、児童の関心・意欲やクラス・学年の実態に沿いながら、意図的に子ども主
体となるような授業展開を考えていきます。また、自主学習については、家庭学習の方法を分かりやすく伝えたり、学習内容を工夫したりすることで学習習慣
の確立、家庭学習の質の向上に努めていきたいと思います。
「読書の習慣」についても、中学年や高学年では肯定的回答が減少（低８９％、中７４％、高７６％）する傾向にあります。このような結果となった要因とし
て、絵本から読み物への移行がスムーズにいかず、年齢や実態に合った本に出合えないことが大きいと感じています。各教科等の学習とも関連させなが
ら、いろいろなジャンルの本に親しむ機会を設けていきたいと思います。昨年度に引き続き、今年度も読書週間の取組の一つとして「おうちで読書」を呼びか
けたところ、たくさんのご家庭から感想をお寄せいただきました。今後も図書ボランティアさんによる読み聞かせやもみじ読書週間の取組等、引き続き学校司
書や図書ボランティアの皆様とも協力して、日常の読書の習慣化につなげていきたいと考えています。

「思いやりのあるやさしい心」「人権を大切にした教育」については、児童・保護者・教職員でＡＢ回答が９０％を超える結果となりました。本校のめざす

子ども像、「人とのつながりを大切にする子ども」に向けて、学校や家庭での取組の積み重ねが、このような良好な結果を招いていると考えられます。し

かし一方で、ＣＤ回答の児童がいることもしっかりと受け止める必要があります。成長とともに自分のことを客観的に見ることができるようになったり、友達

関係が深くなってきたがゆえに言葉遣いなどに遠慮がなくなったりしていることも考えられます。アンケートの結果だけではなく、普段の児童同士の関わり

合いを教職員がしっかりと見取り、ふさわしくない言動については全教職員が同じ視点で指導することが大切だと考えます。どんな言葉をかけるとみんな

が気持ちよく過ごせるか、どんな言葉をかけられたときに自分がうれしかったのかなどを交流し考えることにより、温かい言葉かけを実践していくことができ

るようにすることも大切です。保護者・教職員においても、自らの言動が周囲に及ぼす影響を想像する力を養い、自らの人権意識を高めていくことが大

切であると考えます。

「学校は毎日楽しい」と感じている児童が、低学年で98％、中学年で９３％、高学年で９１％となりました。また「自分は先生やお家の人に大切にされ

ている。」については、低学年で９３％、中学年で97％、高学年では９８％と大変高い結果となりました。児童が身近な大人から大切にされている、と

感じられていることは、心の安定につながっていると思います。また、自分が大切にされていることは、まわりの人を大切にすることにもつながります。しかし、

そうでないと感じている児童がいることもしっかりと認識し、担任をはじめとした教職員が的確に児童の様子を把握し、その思いを受け止めるために、児童

の言葉に耳を傾け、家庭と連携しながら働きかけていく必要があると感じます。この「振り返りアンケート」はもちろん、「いじめアンケート」、４年生以上の

「クラスマネジメントシート」などを有効に活用し、児童の実態を把握することに努めています。更に「児童に対する教育相談の実施」は、確実に丁寧に

行うよう努めています。またご家庭におかれましても、お子様との対話を大切にしていただいたり、様子を見守っていただいたりしていると感じられます。こう

した働きかけが、児童の「学校が楽しい」「自分は先生やお家の人に大切にされている」の結果にもつながってくるのではないかと考えて取り組んでいま

〈教職員〉
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①子どもたちに、家庭で主体的に学習する習慣が

つくように働きかけている。
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③学校で めあてをもって わかる（できる）まで ねばり

づよく 学習にとりくんでいる
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③子どもにわかりやすい授業を進めることが
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②本をよく読んでいる
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⑤ともだちの話を しっかりきいたり、 ふわふわこどばをつかったりして 学校の ともだち

に やさしくしている
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④学校は 毎日 楽しい
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⑥自分は 先生やおうちの人に、 大切にされている

A
98

A
39

B
2

B
59

C
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

④子どもたちが、毎日楽しい学校生活を
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⑨児童アンケート・保護者の訴え（アンケート結果を含む）について

の内容を共有し、全児童に対して教育相談を実施している。



３ 健やかな体

〈保護者〉
〈教職員〉【早寝・早起き】

【地域・ＰＴＡ行事への参加】

【学校・家庭・地域の連携】
〈保護者〉 〈教職員〉

「早寝・早起き」については課題が見られます。学年が上がるにつれ、宿題や習い事、メディア（TV、ゲーム、タブレット）などに時間

を費やすことが多くなっているため、就寝が遅くなり、起床も遅くなることがあるようです。また、「朝ごはん」についてCD回答の児童も、

少なからずいることが分かります。早起きができていないため、朝食をしっかりと摂ることができていないのだと思われます。教職員の

働きかけにも改善の余地があります。各学級での指導に加え、保健だより等で睡眠時間の確保の大切さや時間の使い方（ＴＶを観

る時間、物事の優先順位など）、体育科の保健学習や養護教諭による保健指導、栄養教諭による食の学習とも関連させながら、

規則正しい生活習慣の確立、健康への意識を高めていきます。また、長期休業明けに「生活見直し週間」を設定し、すこやかチャ

レンジのプリントで実態把握をすることで、家庭と協力しながら、児童が生活リズムを整えるよう全教職員が意識して指導を行っていき

ます。またメディアに時間を費やすことが増えることで、SNSトラブルに巻き込まれないように、情報モラルについて様々な場面で学習

できるように取組を進めております。ご家庭でも、メディアを使う際のルールについて、お子様とお話をして決めていただきたいと思いま

す。

「休み時間に外に出て体を動かして遊んでいる」についても課題が見られます。朝休みや中間休み、昼休みには運動場で多くの

児童が楽しそうに遊んでいます。また、中学年や高学年になると、放課後にも学年を超えて友達と元気よく遊ぶ姿が見られます。し

かし、個人差があるようです。様々な遊びに挑戦する「ジャンプアップ週間」も活用しながら、児童の体力向上をめざした取組を進め

〈児童〉 〈教職員〉

〈児童〉

〈児童〉

〈児童〉 〈保護者〉

〈保護者〉 〈教職員〉

〈教職員〉

【安全に気を付ける】
〈児童〉 〈保護者〉 〈教職員〉

「安全に気を付ける」では、肯定的回答の割合が多くを占めています。多くの家庭で安全について話題にしていただき、学校でも安全に配

慮した教育活動を心がけていることで、家庭と学校が連携した児童への働きかけができていることが伺えます。また、子ども見守り隊の方々も、

児童の登下校の様子を毎日見守ってくださっています。しかし、児童の様子を見ていると、特に下校時に車が頻繁に通る道を走っていたり、

友達と遊びながら帰っていたりと、危険な場面をよく見かけます。今後も引き続き、見守り隊の方々とも連携しながら、児童の様子を見守り、

必要に応じて注意を促していきます。それをお便り等でご家庭にも発信することで、更に連携を深めていきたいと思います。

【朝ごはん】

〈保護者〉

【体を動かして遊ぶ】

４ その他

〈児童〉

「あいさつをする」の児童の回答については、肯定的回答の割合が多い状態（低学年９３％、中学
年８６％、高学年８５％）となっていますが、日々の生活の中で児童の様子を見ていると、しっかりあい
さつができるときと、できないときがあったり、個人差があったりします。また、校内ではしっかりあいさつ
ができているのに、登下校のときには安全ボランティア等の地域の方に自分からあいさつができにくい
というこもあります。相手意識をもってあいさつをすることが大事だということを児童が確実に理解し、
TPOに応じたあいさつができるように取組を進めていきます。また、教職員や保護者をはじめとする身近
な大人が、相手意識をもったあいさつをしていくことも必要だと考えます。
「規則を守る」については、どの学年でも肯定的回答の割合が多くを占めています。例えば学校のきまりとして
黄帽子や名札を着用することとしていますが、着用することによって、自分だけでなく周りの人の安全を守ったり、
一人一人を大切にしたりすることにつながっていくということをすべての教職員が児童に話しています。規則を守る
ことは、友達を大切にし、自他の安全を守ることにつながるという人権の視点についても児童が理解できる
ようにするとともに、その重要性を自覚し、自ら行動することができるような取組を今後も継続していきま
す。

【規則を守る】
〈児童〉

〈教職員〉
〈保護者〉〈児童〉

【あいさつをする】

「地域・PTA行事への参加」については、児童の実現度は全体的に低くなっています。保護者の結果からは、参加することは重要と

考えてはいるが、時間的な余裕がないなどの理由で参加できていないという実態もうかがえます。その一方で、今年度はPTAや、学

級委員の選出もあり、ボランティアとして多くの方に行事に参加してご協力をいただいております。年に数回でも参加できる機会があれ

ば、地域のたくさんの人々とつながることができます。災害等、何かが起こった時にお互いに助け合える絆づくりを普段からしておくことも

大切だと考えます。そういった視点からも、学校ホームページや学校だよりを通して広報に努め、参加を呼びかけていきます。

「学校からもらうプリントをその日のうちにおうちの人に渡している」では、ＣＤ回答が学年が上がるにつれて増加しています。このことか

ら、学年が上がるにつれてルーズになっていることが伺えます。学校からのおたよりなどが配布された日に、確実にご家庭に届くように、

普段から持ち物を整理整頓する習慣付けを今後も行っていきます。また、学校ホームページについては、タイムリーに更新して情報発

信に努め、家庭や地域の学校教育活動への理解を得るとともに、家庭や地域と連携した取組を更に進められるようにと考えています。

保護者連絡ツール「すぐーる」ではおたよりや、緊急のお知らせを配信することがあります。必ず通知をONに設定していただきますように

よろしくお願いいたします。

京都市教育委員会生涯学習部より発行されている「コミュニティー・スクール通信＠京都」にも掲載されているように、子どもたちの学校生活をより

よいものにするためには、学校・家庭・地域が互いに高め合う双方向の信頼関係を構築することが何よりも大切です。そして、三者が「子どもたちの

ために、自分はどのようにすることができるだろうか。」という意識をもって、それぞれが教育活動に参画し、子どもを産むための取組を進めていくことが

大切です。今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

【学力向上】
○現代の情報化社会において、タブレットなどのICT機器を使いこなすことは必須となってくる。児童がタブレットを使いこなして学習に取り組ん
で
いるのは素晴らしいことである。ただし、タブレットだけに頼るのではなく、どのような学習で使うことが効果的なを考えることが大切。ノートに書
い
て学習することも大事にしてほしい。
○宿題をすることの意味を児童にきちんと説明することが、子どもの意欲を高めることにつながるのではないか。
○読書については、子どもだけでなく、家庭にも働きかけていくことが大事ではないか。まず、大人が読書に親しみ、その姿を見せることが子
ど
もが読書に向かう意欲につながっていくと思う。また学校では朝読書をしているが、それが読書の習慣化にとても効果があるということなの
で、
継続していってほしい。
【豊かな心】
○朝の登校の様子がとても素晴らしい。班長を先頭に、整列して歩いていることで安全に登校できている。その反面、下校の様子が気にな
る。
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C
16

D
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑤子どもが、身近ないろいろな人にあいさつを

するように働きかけている。

A
95

A
47

B
5

B
46

C
5

D
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑦子どもたちが、いろいろな場であいさつができるように

働きかけている。

A
47

A
63

A
70

B
45

B
33

B
26

C
7

C
4

C
3

D
1

D
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑧学校の きまりをまもって 生活している

A
69

A
79

A
82

B
28

B
19

B
18

C
2

C
1

D
1

D
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑨交通ルールを守り、 安全に 気をつけて 行動

している

A
84

A
33

B
16

B
59

C
8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑥登下校や帰宅時刻など、子どもの安全について、家庭

で話題にしたり、ルールづくりをしたりしている。

A
95

A
59

B
5

B
39

D
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑩子どもの安全について配慮をした教育活動を行うことができている。

A
88

A
29

B
12

B
51

C
18

D
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑦子どもが毎日楽しい学校生活を送れるように、早寝・早起きを働き

かけている。

A
93

A
32

B
7

B
54

C
12

D
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑪子どもたちに、早寝早起きの習慣が定着するように働きかけてい

る。

A
38

A
46

A
53

B
42

B
32

B
32

C
18

C
14

C
11

D
2

D
8

D
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑩毎日 早ね・早おきを している

A
92

A
92

A
85

B
0

B
0

B
12

C
7

C
7

C
2

D
1

D
1

D
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑪毎日 朝ごはんを 食べている

A
91

A
77

B
8

B
22

C
1

C
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑧子どもが毎日楽しい学校生活が送れるように

朝ごはんを食べるように働きかけている。

A
95

A
37

B
5

B
46

C
15

D
2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑫子どもたちに、朝ごはんを食べる習慣が定着するように働きかけて

いる。

A
44

A
52

A
64

B
23

B
24

B
19

C
26

C
17

C
13

D
7

D
7

D
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑫休み時間に 外に出て 身体を動かして 遊んでいる

A
76

A
28

B
23

B
46

C
1

C
25

D
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑨子どもの健康や体力のことを考えて、外に出て体を動かしたり、

遊んだりするように働きかけている。

A
83

A
37

B
17

B
59

C
5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑬子どもたちが、休み時間に外に出て体を動かして遊ぶように働きか

けている。

A
14

A
30

A
57

B
25

B
20

B
21

C
25

C
19

C
10

D
36

D
31

D
12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑬地いきや ＰＴＡ（ピーティーエー）の 行事に よく

さんかしている

A
43

A
17

B
54

B
67

C
3

C
16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑩学校（授業参観・学級懇談会など）や地域、ＰＴＡ

の行事によく参加している。

A
90

A
32

B
10

B
61

C
7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑭家庭や地域と連携した教育活動を進めている。

A
52

A
55

A
71

B
36

B
31

B
24

C
11

C
11

C
4

D
1

D
3

D
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高

中

低

⑭学校からもらう プリントを、 その日のうちに おう

ちの人に わたしている

A
82

A
41

B
17

B
56

C
1

C
3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑪学校のホームページや学校（学年・学級）からの

配布物に目を通している。

A
95

A
34

B
5

B
49

C
7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

実現度

⑮学校（学年・学級）は、教育方針や取組について、家庭にわか

りやすく伝えることができている。


